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表
面
処
理
に
よ
る
 

c
L
T
の
屋
外
耐
久
性
評
価
 

水
滞
留
条
件
下
で
の
長
期
暴
露
試
験
ー
 

株
式
会
社
ザ
イ
エ
ン
ス
技
術
開
発
部
リ
ー
ダ
ー
 
櫻

井

裕

樹

 

一
．
は
じ
め
に
 

近
年
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
 

推
進
に
よ
り
、
中
大
規
模
建
築
や
屋
外
 

空
間
で
の
木
材
利
用
が
広
が
っ
て
い
る
。
 

中
で
も
c
L
T

は
、
大
断
面
に
よ
る
強
 

度
確
保
や
設
計
自
由
度
の
高
さ
か
ら
注
 

目
さ
れ
、
実
際
の
建
築
物
へ
の
活
用
も
 

進
ん
で
い
る
。
一
方
で
、
c
L
T
を
屋
 

外
や
建
物
の
表
し
と
し
て
用
い
る
場
合
 

に
は
、
防
腐
・
防
蟻
対
策
が
欠
か
せ
な
 

い
。
A
Q
認
証
や
品
確
法
の
基
準
で
は
、
 

用
途
に
応
じ
て
加
圧
注
入
処
理
（
A
Q
 

二
種
相
当
）
が
求
め
ら
れ
る
場
合
が
あ
 

る
が
、
c
L
T

に
は
製
造
上
の
制
約
も
 

あ
り
、
適
用
が
難
し
い
ケ
ー
ス
も
あ
る
。
 

ま
た
、
屋
外
で
は
雨
水
の
影
響
が
大
 

き
い
も
の
の
、
雨
仕
舞
い
な
ど
の
設
計
 

的
配
慮
に
よ
り
劣
化
リ
ス
ク
の
低
減
が
 

図
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
使
用
条
件
に
よ
 

っ
て
は
求
め
ら
れ
る
保
存
処
理
の
考
え
 

方
も
変
わ
っ
て
く
る
。
な
お
、
品
確
法
 

の
改
訂
に
よ
り
、
c
L
T
を
用
い
た
建
 

築
物
で
は
A
Q
二
種
相
当
の
基
準
が
適
 

用
さ
れ
る
場
合
が
あ
る
。
し
か
し
な
が
 

ら
、
こ
れ
ら
の
条
件
に
お
け
る
c
L
T
 

の
実
際
の
耐
久
性
に
関
す
る
デ
ー
タ
は
 

十
分
と
は
言
え
ず
、
保
存
処
理
の
程
度
 

と
耐
久
性
の
関
係
に
つ
い
て
は
明
ら
か
 

で
な
い
点
も
多
い
。
 

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
c
L
T

の
保
存
 

処
理
（
表
面
処
理
）
に
よ
る
劣
化
軽
減
 

効
果
と
実
用
性
を
評
価
・
検
討
す
る
た
 

め
に
、
直
接
日
射
や
雨
に
暴
露
さ
れ
、
 

さ
ら
に
水
が
滞
留
す
る
条
件
下
で
の
屋
 

外
暴
露
試
験
を
行
っ
た
（
図
1
）。 
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図1 ダブルレイヤー試験イメージ図 

五
〇
〇
×
九
〇
皿
と
し
た
。
 

表
面
処
理
に
は
（
公
社
）
日
本
木
材
 

保
存
協
会
認
定
の
木
材
防
腐
・
防
蟻
剤
 

（
油
溶
性
表
面
処
理
剤
）
サ
ン
プ
レ
ザ
 

1
O
G
R

ク
リ
ア
（
認
定
番
号
A
ー五 

四
八
六
）
を
用
い
、
所
定
の
条
件
で
塗
 

布
・
養
生
を
行
っ
た
。
八
体
の
試
験
体
 

の
う
ち
、
四
体
を
表
面
処
理
し
、
残
り
 

の
四
体
は
比
較
対
照
と
し
て
無
処
理
材
 

を
用
意
し
た
。
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図2 ダブルレイヤー試験配置図 

屋
外
暴
露
試
験
方
法
は
ダ
ブ
ル
レ
イ
 

ヤ
ー
試
験
を
参
考
に
、
前
述
の
c
L
T
 

試
験
体
を
上
段
と
下
段
で
半
分
ず
つ
ず
 

ら
し
て
配
置
し
た
（
図
2
B
L

一
隙
間
 

を
埋
め
る
目
的
で
c
L
T
素
材
を
入
れ
 

て
い
る
）
。
 

被
害
度
の
測
定
は
J
I
s
K

一
五
 

七
一
野
外
杭
試
験
を
参
考
に
、
〇
（
健
 

全
）
ー
五
（
形
状
崩
壊
）
の
六
段
階
で
 

評
価
設
定
し
た
。
評
価
は
各
面
で
測
定
 

し
、
上
段
の
二
個
体
と
下
段
の
二
個
体
 

で
そ
れ
ぞ
れ
平
均
を
取
っ
て
経
時
的
に
 

評
価
し
た
。
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三
．
結
果
 

写
真
1

に
屋
外
暴
露
五
年
八
カ
月
後
 

の
状
況
を
示
し
た
。
無
処
理
材
で
は
激
 

し
い
腐
朽
の
進
行
に
よ
り
ラ
ミ
ナ
の
脱
 

落
が
確
認
さ
れ
た
の
に
対
し
、
表
面
処
 

理
材
で
は
顕
著
な
腐
朽
及
び
蟻
害
は
認
 

倉Z 
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図3 被害度の経時変化 

め
ら
れ
ず
、
健
全
な
状
態
を
維
持
し
て
 

い
た
。
 

被
害
度
の
経
時
変
化
を
測
定
し
た
結
 

果
を
図
3

に
示
し
た
。
無
処
理
で
は
上
 

段
の
試
験
体
で
腐
朽
が
進
行
し
、
約
一
 

年
半
後
か
ら
劣
化
が
確
認
さ
れ
、
四
年
 

後
に
は
ラ
ミ
ナ
の
脱
落
に
至
っ
た
。
 
一 

方
、
表
面
処
理
材
は
試
験
期
間
を
通
じ
 

て
被
害
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。
 

四
．
考
察
 

c
L
T

の
ダ
ブ
ル
レ
イ
ヤ
ー
試
験
を
 

用
い
た
腐
朽
試
験
を
行
っ
た
結
果
、
無
 

処
理
は
二
年
経
た
な
い
う
ち
に
腐
り
始
 

め
、
四
年
で
ラ
ミ
ナ
の
脱
落
な
ど
の
激
 

し
い
腐
朽
を
示
し
た
。
一
方
、
表
面
処
 

理
材
が
無
被
害
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
 

表
面
処
理
に
よ
る
耐
久
性
の
向
上
が
明
 

確
に
確
認
さ
れ
た
。
 

本
試
験
で
用
い
た
表
面
処
理
薬
剤
サ
 

ン
プ
レ
ザ
1
O
G
R

ク
リ
ア
で
良
好
な
 

耐
久
性
を
示
し
た
理
由
は
、
有
効
成
分
 

に
よ
る
腐
朽
抑
制
効
果
に
起
因
す
る
も
 

の
と
考
え
ら
れ
る
。
特
に
、
水
分
が
滞
 

留
す
る
条
件
下
に
お
い
て
も
五
年
以
上
 

に
わ
た
っ
て
腐
朽
抑
制
効
果
が
維
持
さ
 

れ
た
こ
と
は
、
表
面
処
理
で
あ
っ
て
も
 

一
定
の
防
腐
性
能
を
確
保
で
き
る
結
果
 

を
示
し
た
。
 

今
回
の
結
果
か
ら
、
c
L
T
を
屋
外
 

（
表
し
）
で
使
用
す
る
場
合
、
雨
仕
舞
 

い
な
ど
の
対
策
と
組
み
合
わ
せ
て
、
表
 

面
処
理
を
適
用
す
る
こ
と
で
耐
久
性
を
 

確
保
す
る
こ
と
が
で
き
、
実
用
上
の
有
 

効
な
手
法
の
ー
つ
と
な
り
得
る
と
思
わ
 

れ
る
。
 

五
．
お
わ
り
に
 

本
試
験
で
は
、
屋
外
暴
露
で
水
が
滞
 

留
す
る
過
酷
な
条
件
下
に
お
い
て
も
、
 

表
面
処
理
に
よ
っ
て
五
年
以
上
c
L
T
 

の
被
害
度
を
ゼ
ロ
に
抑
え
る
こ
と
が
確
 

認
さ
れ
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
c
L
T
を
 

屋
外
（
表
し
）
で
使
用
す
る
場
合
、
五
 

年
以
上
ご
と
に
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
と
し
て
 

サ
ン
プ
レ
ザ
1
O
G
R

ク
リ
ア
の
表
面
 

処
理
を
行
う
こ
と
で
長
期
間
、
健
全
性
 

を
保
つ
こ
と
が
で
き
る
こ
と
が
期
待
さ
 

れ
る
。
 

今
回
使
用
し
た
サ
ン
プ
レ
ザ
ー
o
G
 

R
ク
リ
ア
は
、
屋
外
の
部
材
の
メ
ン
テ
 

ナ
ン
ス
や
現
場
加
工
部
、
地
際
部
の
耐
 

朽
性
補
強
な
ど
に
用
い
ら
れ
て
お
り
、
 

本
試
験
の
結
果
は
、
こ
う
し
た
用
途
に
 

お
け
る
有
効
性
を
裏
付
け
る
も
の
で
あ
 

る。 
一
方
で
、
実
際
の
使
用
環
境
で
は
雨
 

仕
舞
い
や
施
工
条
件
、
経
年
に
よ
る
再
 

処
理
の
有
無
な
ど
も
耐
久
性
に
影
響
を
 

与
え
る
。
今
後
は
、
こ
う
し
た
維
持
管
 

理
を
含
め
た
評
価
や
、
よ
り
実
環
境
に
 

近
い
条
件
で
の
検
証
を
行
い
、
実
用
に
 

即
し
た
保
存
処
理
に
よ
る
長
期
耐
久
性
 

向
上
技
術
の
研
究
開
発
を
進
め
て
い
き
 

た
い
。
 

櫻
井
 
裕
樹
●
さ
く
ら
い
 
ゆ
う
き
 

株
式
会
社
ザ
イ
ェ
ン
ス
技
術
開
発
部
所
属
。
 

木
材
防
腐
・
防
蟻
剤
の
開
発
及
び
処
理
技
術
 

の
改
良
に
従
事
。
 

c
L
T

の
保
存
処
理
を
中
心
に
、
耐
久
性
確
 

保
と
実
用
化
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
中
大
規
 

模
建
築
へ
の
展
開
を
通
じ
た
カ
ー
ボ
ン
ニ
ユ
 

ー
ト
ラ
ル
へ
の
貢
献
を
目
指
す
。
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